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5-1. 次の重積分の値を求めよ．

(1)

∫∫
[0,2]×[0,1]

e3x+2ydxdy (2)

∫∫
[0,π2 ]×[0,π2 ]

cos(x+ y)dxdy (3)

∫∫
[0,4]×[0,1]

(x+ y)2dxdy

—————————————————

xの関数 g1(x), g2(x) (g1(x) ≦ g2(x)とする)，yの関数 h1(y), h2(y) (h1(y) ≦ h2(y)とする)を用いて，
{(x, y) | a ≦ x ≦ b, g1(x) ≦ y ≦ g2(x)} の形で表示されるR2 の部分集合を たて線集合 (左図)，
{(x, y) | c ≦ y ≦ d, h1(y) ≦ x ≦ h2(y)} の形で表示される集合を 横線集合 (右図)という．
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160 6.重 積 分

υ=91(2)

たて線集合

の形に表される面積確定集合を横線集合という.

以後は,た て線集合,横線集合,お よびこれらの和集合で表される面積確定
集合上の重積分のみを考えることとする.

◆問 1。 次の集合を図示し,たて線集合,横線集合の形に表せ.
(1)て (″ ,υ)″ ≧0,レ ≧0,何十υ≦1) (2)て (″〕υ)0≦ ″≦υ≦1)
(3)て (″ ,υ)11≦ υ≦α≦ e) (4)直線ヶ=″ と放物線υ=″2で囲まれた部分
(5)直線υ=切 と放物線υ=v行 で囲まれた部分

6.2累 次 積 分

定理 6.3(累次積分)(1)エ

次が成り立つ :

れ
メし,の 続

(2)Dを (6.2)で与えられる

れメし,のあ

メ(密 ,9) 0の ときは,累次

Dがたて線集合の場合,釘 夜

な平面で切つた切 り口の面積を

積,つ まり重積分の値が得ら才

Dが横線集合の場合,り の諜

平面で切つた切り回の面積を茅

つまり重積分の値が得られると

○例 6.2 次の 3つの集合を考える.

長方形 Dl={(″ ,ヶ)10≦ ″≦ 1,0≦ グ≦ 2)は ,た て線集合とも,横線集
合とも考えることができる。以下の D2,D3も 同様に,た て線集合とも横線集合
とも考えることができる !

D2=て (2,7)10≦ ″≦1,0≦ 7≦ 2″ }

=作のに υ勤
;υ
≦″≦1ト

D3=て
(何 ,7)10≦ ″≦1,2密 ≦υ≦2}

={伍の的勤≦名0≦″≦;分

5-2. (1) 次の集合のたて線集合，横線集合としての表示を，それぞれ両方行い，たて線集合は左図，横線集合
は右図のように，矢印を数本書いて図示せよ．

(i) D1：x軸と直線 y = x，x = 1で囲まれた集合 (境界も含む)

(ii) D2：曲線 y = x2 と直線 y = xで囲まれた集合 (境界も含む)

(2) 次の重積分の値を，(1)を用いて 2通りの手順で求め，結果が一致することを確かめよ．

(i)

∫∫
D1

ydxdy (ii)

∫∫
D2

ydxdy

5-3. 積分領域のたて線集合または横線集合としての表示を行い，それを上の図のように図示して重積分の値
を求めよ．

(1)

∫∫
D1

(x+ y) dxdy ただし，D1 は曲線 y =
√
xと直線 y = xによって囲まれた部分

(2)

∫∫
D2

(x+ y) dxdy ただし，D2 は 3直線 y = x, y = −x, y = 1によって囲まれた部分

5-4. 積分領域のたて線集合または横線集合としての表示を行い，それを上の図のように図示して重積分の値
を求めよ．

(1)

∫∫
0≦y≦x≦1

ex
2

dxdy (2)

∫∫
0≦x≦y≦√

π

sin(y2)dxdy

5-5. 自然数 nに対して I(n) =

∫∫
0≦y≦x≦n

e−x−ydxdyとおくとき，I(n)を nを用いて表し lim
n→∞

I(n)の値を
求めよ．
5-6. 0 < a < 1 をみたす実数 a に対して Da を {(x, y)|a ≦ y ≦ 1, 0 ≦ x ≦ y} で定まる領域とするとき，
J(a) =

∫∫
Da

(x
y

)4
dxdyを aを用いて表し lim

a→+0
J(a)の値を求めよ．


